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マラリアは現在でも、アフリカの子どもたちを主として年間約60万人の命を奪う

感染症である。真核の単細胞であるマラリア原虫が病原体であり、これがハマダラ
カに媒介されてヒトへの感染が成立する。ヒト体内では最初に肝細胞に寄生した
のち、赤血球への侵入・増殖を繰り返し、高熱などの症状を引き起こす。したがっ
て、肝細胞寄生を抑制することで感染そのものを阻害しようとする「感染阻止ワク
チン」の開発が進められ、2021年に初のマラリアワクチンRTS,Sのアフリカの子ども
たちへの使用が推奨された。しかしながら、重症化抑制効果は30％程度にとどま
り、さらなる改良が急務である。

私たちは、逆遺伝学的アプローチにより、マラリア原虫の感染機構の解明に取り組
んできた。複数の分泌型タンパク質が肝細胞への到達や、認識、感染に重要である
ことを見出し、感染経路や感染の分子基盤を紐解くことができた。加えて、ハマダ
ラカの吸血に伴い皮内に打ち込まれた原虫が自律的に血管に到達するプロセス
が、感染阻害抗体の良い標的になることを見出した。このような基礎研究の成果
をもとにした、ワクチン開発への取り組みも合わせてお話ししたい。
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マラリア原虫の感染の分子基盤の
解明とワクチン開発への応用

日時： 2026年1月15日（木曜日）
17:30 ～ 19:00

場所：医学部第二講堂 （研究棟B 2階） + Web
*本講演は、医学研究先端講義(先端医学トピックス)を兼ねております.

Unraveling the Infection Mechanism of Malaria Parasites and 
its Application in Novel Vaccine Development


	スライド番号 1

